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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

大空町立東藻琴小学校 
学級数：９学級 

児童数：118 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 118 名 

４ 取組の概要 

 ・「何気ない一言」が「心ない一言」へ、自分たちの発する 

言葉の使い方次第で、受け取る側が傷付くこともあるこ 

とを考えさせる取組 

５ 成果や課題 

 ○児童一人一人に１週間の自分の活動について振り返る機 

会を設けたことで、言葉遣いやいじめに対する認識を高 

めることができた。 

 ●チェックリストを設けない月も、担任をはじめ全教職員 

で共通した指導を徹底するとともに、児童一人一人がよ 

り主体的に取り組める活動を考える必要がある。 

 

１週間ごとのチェックリストによる反省の実施 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

大空町立女満別小学校 
学級数：10 学級＋3 学級 

児童数：285 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・あいさつ運動（通年） いじめなくそう計画（6～7 月）  

・なやみアンケート（６～７月） いじめ調査（2 月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 285 名 

４ 取組の概要 

 ・あいさつ運動：登校時、児童会三役による児童玄関前での登校する児童への挨拶 

 ・いじめなくそう計画：生活委員会によるポスターの作成・掲示 

 ・なやみアンケート：児童会三役によるアンケートボックスの設置・課題の解決 

 ・いじめ調査：児童会三役によるアンケートボックスの設置・課題の解決 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動により、挨拶を交わす習慣が身に付いてきた。 

 ○いじめポスターは、児童の意識付けに効果的であった。 

●アンケートは、児童自身がいじめの問題等の解決に努めるため、教員による指導とは異なる効果

がある反面、アンケートを実施する意義について周知徹底する必要がある。 

 

 

あいさつ運動、いじめなくそう計画、なやみアンケート、いじめ調査 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 66 名 

４ 取組の概要 

 ・「思いやり」などの内容項目を重点とした道徳の時間の授業改善 

５ 成果や課題 

 ○いじめに該当する内容について改めて考える機会となった。 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校傾向の児童 

４ 取組の概要 

 ・集団での学習に対して不適応反応（拒否反応）を示す児童に対し、個別学習で対応 

 ・現状を町教委に報告し、必要に応じて町コーディネーターと連携した取組 

 ・児童の実態と保護者のニーズに応じて、病院受診等を勧め、関係機関と連携した取組 

５ 成果や課題 

 ○学習に対する拒否反応については、個別学習での対応により効果があった。 

●対応をいつまで続けるべきかといった段階的かつ長期的な視野に立った計画が必要である。 

●病院など関係機関との連携については、具体的な取組内容等について十分な確認が必要であ

る。 

個別学習対応、町教委と連携した取組、関係機関と保護者（病院受診など）の結び付け 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

大空町立東藻琴中学校 
学級数：３学級 

生徒数：66 名 

道徳の時間における「いじめ」についての授業 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校傾向の生徒 

４ 取組の概要 

 ・関係機関への報告、ケース会議の開催 

５ 成果や課題 

 ○課題の解決に向けて、町全体の問題として取り組めるようになった。 

 

教育相談員、町福祉課など関係機関との連携 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

大空町立女満別中学校 
学級数：４学級 

生徒数：130 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 8 日（火）～30 日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 130 名 

４ 取組の概要 

・学級担任が全校生徒を対象に年間２回の教育相談を実施(１回目は５月に実施) 

・放課後を利用して学習面や生活面、日頃の友人関係などについての悩み、いじめの有無等の 

確認及び指導を行うとともに、生徒と学級担任とのコミュニケーションを図り、信頼関係を 

構築する場を設定 

５ 成果や課題 

○事前のＱ－Ｕ検査とアンケートに基づいて実施するため、生徒の悩みや今後の課題について

詳細な相談ができている。また、いじめや友人関係のトラブルがある場合は、早期解決に向

けた効果的な取組となっている。 

●長期間にわたる放課後の取組のため、部活動の指導時間との調整を図る必要がある。 

 

教育相談 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 22 日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 130 名 

４ 取組の概要 

・各学級の合唱・舞台発表を中心に事前準備から当日の運営、発表まで互いの役割を自覚し、

他の生徒を思いやりながら協力し、団結することの大切さ、取組を成し遂げる喜び、また、

活動を通してリーダーを育てることを目的として実施 

５ 成果や課題 

○各学級における生徒の連帯感や、仲間を思い、尊重する気持ちを高めることができた。また、

全校合唱や学年合唱交流の取組を通し、学年を超えた協力体制や、上級生として、後輩にア

ドバイスや支援するリーダー性を育てることができた。 

 

 

学校祭 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

美幌町立美幌小学校 
学級数：19 学級 

児童数：375 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 18 日（火）～11 月 18 日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 375 名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が玄関前で、登校してくる児童に挨拶するとともに、進んで挨拶することの大切

さの呼び掛け 

 ・いじめ防止ポスターの掲示、児童への働き掛け 

 ・意見箱を設置し、児童会として要望や悩みを聞く機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○明るい学校づくりにつながっている。 

 ○いじめ防止に対する児童の意識向上を図ることができた。 

 ○意見を述べることが苦手な児童の要望や悩みを聞く機会をつくることができた。 

 

 

 

 

児童会による挨拶運動、いじめ防止ポスターの掲示、意見箱の設置 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月２日（水）（会議）、11 月７日（月）（町教育相談室訪問） 

３ 対象及び参加人数 

 ・町内生徒指導担当者 20 名（会議） 

 ・校長、教頭、担任教諭、町相談員 計５名（町教育相談室訪問） 

４ 取組の概要 

 ・各校の不登校の状況を交流するとともに、対応について検討・連携（会議） 

 ・不登校傾向にある児童について、町教育相談室職員の助言を受け、今後の対応の方向性や具

体策の立案（町教育相談室訪問） 

５ 成果や課題 

 ○町内各校の状況や取組について事例に基づいて検討し、連携を図りながら対応することがで

きた。（会議） 

 ○不登校傾向にある児童について、今後の対応策について具体的な手立てを検討することがで

きた。（町教育相談室訪問） 

  

 

不登校児童についての会議 町教育相談室訪問 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

美幌町立東陽小学校 
学級数：20 学級 

生徒数：322 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会三役 5 名、及び全校児童 322 名 

４ 取組の概要 

 ・あさこおする運動：ありがとう、さようなら、こんにちは、おはようを児童会役員が玄関前 

で呼び掛け 

 ・ハッピータイム：児童会役員が主体となり、昼休みに体育館で、学年を超えてレクを企画・ 

実施 

５ 成果や課題 

 ○児童会が主体的に企画・実施することにより、よりよい人間関係を構築し、いじめ根絶につ

なげることができた。 

 ○ハッピータイムは、後期から開催頻度を増やし、交流の機会の充実を図ることができた。 

 ●自由参加のため、参加人数を増やしていく必要がある。 

 

 

 

児童会による「あさこおする運動」、「ハッピータイム」の実施 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年および各学期１回、計３回の集中交流 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員 

４ 取組の概要 

 ・不登校及び配慮が必要な児童についてカルテを作成した上で、校内教育支援委員会を中心と

して全教職員で情報を交流・共有し、具体的な方策を検討 

・教育委員会相談室と連携し、不登校児童の実態把握と推移、対応を協議する機会を年に３回

設けている。また、必要に応じ教頭が窓口となり、町の児童支援グループとの連携 

５ 成果や課題 

○教育委員会との対応協議の機会により、学校としての取組を再確認し、解決に向けた方策等

を検討することができた。 

●カルテは学校独自の様式のものを使用しているが、より活用しやすい書式とするため改善を

図る必要がある。 

 

校内委員会を中心とした児童理解の強化と関係機関との連携 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

美幌町立美幌中学校 
学級数：９学級 

生徒数：216 名 

  

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 216 名 

４ 取組の概要 

 ・全校合唱練習の取組を昼 

休みなどに行い、思いや 

りの心や協力する心など 

を醸成し、いじめを未然 

に防止する学校づくりの推進 

・全校制作活動（全校生徒による開校 70 周年記念「校外掲示アート」）の取組を、放課後

に行い、全校生徒の力を合わせて一つの作品を作り上げる一体感や所属感、学校全体の団結

力を高め、いじめを未然に防止する学校づくりの推進 

５ 成果や課題 

 ○よりよい人間関係づくりの一助となり、学校全体の一体感を生み出すことができた。 

 

 

 

学校祭に向けた全校合唱の取組、全校制作活動 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 216 名 

４ 取組の概要 

 ・昨年度新設した「心の相談 

室」を、不登校生徒や学級 

不適応生徒の心のケアや教 

育相談活動の拠点とするなど、居場所づくりの取組の推進 

５ 成果や課題 

 ○心の相談室を活用し、関係機関と連携した不登校生徒への教育相談を実施するなど、不 

登校生徒及び学級になじめない生徒の居場所づくりの一助とすることができた。 

 

 

『心の相談室』の活用 

 

 

 

 

 

 

全校合唱の取組 校外掲示アート 

心の相談室 相談しやすい環境づくり 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

津別町立津別小学校 
学級数：11 学級（特支４学級） 

児童数：166 名 

  

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・「縦割り清掃」は通年、「全校集会」は 11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 166 名 

４ 取組の概要 

 ・「縦割り清掃」は縦割り班で掃除を実施し、１か月ごとに班のメンバーを変え、児童同士の人

間関係の醸成 

 ・「全校集会」は、児童会三役で企画し、縦割り班で全校集会（レク）を実施し、高学年のリー 

ダーシップの育成 

５ 成果や課題 

 ○一人一人が、全ての児童の顔と名前を覚えることができた。 

 ○レクを通して、児童同士がコミュニケーションを図る機会を増やすことができた。 

○高学年が低学年に掃除を指導し、リーダー性を発揮することができた。 

 

全校児童の交流を深めるための「縦割り清掃」と「全校集会」の実施 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・小・中学校の特別支援学級担任、町保健福祉課職員（保健師） 

４ 取組の概要 

 ・それぞれの立場から、特別支援教育の実践について交流 

５ 成果や課題 

 〇小・中学校の教員だけでなく、町の職員とも交流を深めることができた。また、課題解決に 

向けた方策について具体的な助言を受けることができた。 

 

 

小・中学校の特別支援学級担任と町保健福祉課職員との交流 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

津別町立津別中学校 
学級数：７学級 

生徒数：90 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 17 日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 90 名 

４ 取組の概要 

 ・今年度２回目の訓練として、生徒への事前通知をせ 

ずに避難訓練を実施。新たな試みとして、竜巻の発 

生を想定し、窓のない部屋への避難行動と、網走地 

方気象台職員による防災に関わる講話 

５ 成果や課題 

 〇災害は、いつ、どこでも起こり得るという心構えと、自分の身は自分で守るという意識を醸

成できた。また、状況に応じて、自らが主体的に判断し行動する必要があることを、体験を

通して学ばせることができた。 

 ●緊急放送により教科担任が避難誘導を行ったが、生徒は落ち着いて避難行動をとることがで

きた。今後は、教師の誘導なしでも、互いに声を掛け合いながら行動できる態度を育成する

必要がある。 

 

 

 

主体的な判断と行動を目指した防災教育（竜巻を想定した通知なしの避難訓練） 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 25 日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・第 2 学年 33 名 

４ 取組の概要 

 ・JA つべつの協力の下、地元農家と酪農家において、 

年間を通して取り組んだ農業体験学習で育てた収穫物 

等を使い、調理実習の実施。調理実習では、地元のシ 

ェフを招き、班ごとにメニューの話合い、分担して調 

理を実施 

５ 成果や課題 

 〇地元の基幹産業の関係機関や、地域で活躍する職人と連携した活動に取り組むことで、地域

への理解を深めるだけでなく、地域と共に生きる態度を養うことができた。 

 〇不登校生徒も参加しやすい雰囲気づくりと学習形態の工夫に努め、学年集団の中において、

自分の意見を表現し、協同して作業を行うことで集団への所属感を高めることができた。ま

た、互いの意見を尊重することの大切さを学ぶことができた。 

農業体験学習を通した収穫物の調理実習 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

斜里町教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 16 日 

３ 対象及び参加人数 

 ・各小・中・義務教育・高等学校の生徒指導担当者及び教育委員会職員（青少年健全育成担当） 

４ 取組の概要 

 ・町内各学校間の情報交流 

５ 成果や課題 

 ○小学校から高等学校までの各学校間の連携を図ることにより、地域における継続的な課題を

共有することができた。 

 

斜里町生徒指導連絡協議会 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校児童生徒 

４ 取組の概要 

 ・学校への復帰を目的とし、不登校児童生徒のためのサテライト事業や学習活動、特別活動な

どを取り入れ、より学校教育に近い教育活動を実施 

  ・特別な支援を必要とする児童生徒一人一人の教育的なニーズを把握し、困り感のある児童生

徒への支援を学校外において実施 

５ 成果や課題 

 ○不登校児童生徒が、適応指導教室「ひまわり学級」に通うことで、登校することができるよ

うになった。 

 

 

 

 

 

 

適応指導教室「ひまわり学級」 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

斜里町立斜里小学校 
学級数：16 学級 

児童数：337 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 337 名 

４ 取組の概要 

 ・いじめの把握に向けてアンケート調査を行うとともに、児童との面談等を実施 

・いじめの未然防止及び早期発見に向けた学級、学校、校外生活における児童の交友関係の把

握 

５ 成果や課題 

 ○日常的な指導に加え、いじめ把握に向けたアンケート調査を定期的に行うことにより、全校 

児童の実態把握をきめ細かく行うことができた。 

 

 

 

いじめの問題への対応 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

斜里町立朝日小学校 
学級数：11 学級（特支４） 

児童数：176 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 14 日～18 日（縦割り給食） 

 ・通年（縦割り清掃） 

・11 月 25 日（体育集会） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 176 名 

４ 取組の概要 

 ・全校児童による異学年交流を通して、学年を超えて触れ合い、コミュニケーションを図る機 

会の設定 

５ 成果や課題 

 ○自分から進んで他者と関わり、異なる考えから新たな発想を生み出す力が身に付いた。 

○協同的な作業や学びを通して、よりよい人間関係を築くことができた。 

○自己有用感の高揚を図ることができた。 

○一人ではできない課題に対して、相手の考えを聞いたり、自分の考えを相手に伝えたりしな 

がら解決する力が身に付いた。 

 

異学年交流（縦割り給食、縦割り清掃、体育集会） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・いじめ等の調査（年間２回） 

 ・教育相談（年間２回） 

・ふれあいウィーク（保護者個人懇談）11 月７日～12 日 

・ＳＳＷによる学校訪問（月に一度） 

・Ｑ－Ｕ心理検査実施（年間２回） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童及び保護者 

４ 取組の概要 

 ・不登校児童の支援や児童の問題行動の解決に向け、学級担任と生徒指導委員会、ＳＳＷが連

携した組織的な対応 

・定例職員会議時における生徒指導研修の設定や児童の情報交流の実施 

５ 成果や課題 

 ○児童の問題行動等の未然防止や早期発見、早期対応に生かすことができた。 

 

 

 

いじめ等の調査及び情報共有、教育相談及び個人懇談の充実、ＳＳＷとの連携強化 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

斜里町立斜里中学校 
学級数：11 学級 

生徒数：239 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・６月～７月、10 月～11 月の年間２回 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 239 名 

４ 取組の概要 

 ・年間２回の教育相談強化週間において学級担任が中心となった教育相談の実施 

 ・学習面や生活面、日頃の友人関係の悩みやいじめの有無を確認 

・生徒と教師とのコミュニケーションや信頼関係を構築する場を設定 

５ 成果や課題 

 ○全教職員によるきめ細かな教育相談を実施したことにより、生徒理解が深まった。 

○昨年度からスクールカウンセラーを講師とした生徒向け講演会や教師向け研修会を実施した

ことにより、生徒同士のコミュニケーションスキルの向上や自己理解の充実、教師のカウン

セリング技術の向上を図ることができた。 

 

 

 

 

カウンセリングマインドに立った教育相談の実施 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校生徒 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒のためのサテライト事業や教科等の指導、特別活動等を取り入れ、学校教育に準

ずる形態で教育活動を実施 

・人間味を大切にした温かな雰囲気での適応指導教室の実施 

 ・生徒の実態に応じた個別指導や体験活動の実施 

 ・教職員の専門性を生かした指導と、ＳＳＷやＳＣの関わりによるきめ細かな対応 

５ 成果や課題 

 ○専任の町職員、ＳＳＷ、不登校生徒が在籍する学校の協力を得て、粘り強く対応したことに 

より、登校できるようになった生徒が増加した。 

 ○関係機関との連携により、登校復帰に向けた準備をする機能を果たすことができた。 

 

適応指導教室「ひまわり学級」 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

斜里町立知床ウトロ学校 
学級数：11 学級 

児童生徒数：80 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 14 日～11 月 25 日 

３ 対象及び参加人数 

 ・第 1 学年～第４学年ブロック 44 名 

４ 取組の概要 

 ・計画・進行を各学年で交代しながら遊びの集会を開催し、学年を超えた親睦を図ることで、

いじめを未然に防止する人間関係の構築 

５ 成果や課題 

 ○異学年が合同で行うことにより、児童が互いの気持ちを考え、上学年は下学年を思いやり、 

下学年は上学年を見習うようになり、良好な人間関係を築くことができた。 

 

 

 

１－４フェス（異学年交流） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月４日～11 月 25 日 

３ 対象及び参加人数 

 ・第１学年～第６学年児童 58 名 

４ 取組の概要 

 ・児童からの相談内容について希望調査の実施 

・学級担任が個別に面談時期や場所を調整した上で課題を解決 

５ 成果や課題 

 ○児童の悩み等の早期発見と早期解決につなげることができた。 

 

 

相談週間 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 10 日～11 月 30 日 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校傾向にある児童生徒 

４ 取組の概要 

 ・登校が困難な児童生徒について、ひまわり学級と連携し各種活動に参加 

５ 成果や課題 

 ○ひまわり学級との連携を図り、粘り強く取り組むことにより、登校できるようになった。 

ひまわり学級との連携 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

清里町立清里小学校 
学級数：10 学級 

児童数：169 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 169 名 

４ 取組の概要 

 ・「やさしさ・思いやり」を合言葉に、いじめのない学校づくりに向けて、各学級で取り組みた 

い活動の実施、代表委員会による取りまとめ 

 ・11月の全校朝会で、児童会三役が日常生活の様子を演じ、やさしさと思いやりのある言動と

はどのようなものかを全校児童が考える機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○全校児童がいじめについて改めて考える機会となり、やさしさや思いやりを意識した行動を 

心掛けるようになった。 

 

 

 

いじめのない学校づくり 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 169 名 

４ 取組の概要 

 ・全校児童を対象として、よりよい人間関係を育むために、「ふれあいの日」を設定し、異年齢 

による班対抗のゲーム等を実施 

５ 成果や課題 

 ○異年齢集団における活動を通して、思いやりのある良好な人間関係を構築できるようになっ 

た。 

 

 

異年齢集団における児童の人間関係づくり 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

清里町立光岳小学校 
学級数：４学級 

児童数：12 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 12 名 

４ 取組の概要 

・児童会が主体となった「全校遊び」の企画・運営 

５ 成果や課題 

 ○全校遊びや縦割り班の中で、思いやりのある会話が増えるなど、友達を大切にした言動が多 

く見られるようになった。 

 

 

 

 

 

児童会を中心とした全校遊びの推進 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・９月～11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 12 名 

４ 取組の概要 

 ・道徳の時間において、「いじめ」や「思いやり」に関する内容について自分たちの考えや行動

の振り返り 

・道徳的実践態度の定着に向けた授業改善 

５ 成果や課題 

 ○前向きな姿勢や他者や自分を大切にする心を育むことができた。 

●道徳の時間を要として、各教科、行事、学校生活全体を通して、相手を思いやる心を育む必

要がある。 

心を育てる道徳の時間の授業 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

清里町立緑町小学校 
学級数：３学級 

児童数：６名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員 

４ 取組の概要 

 ・特別支援教育の視点を生かした「実践事例集」を基にした校内研修の実施 

５ 成果や課題 

 ○「実践事例集」にある「言葉がけ」についての研修を行い、毎週実施している学級の実態交

流会において、自身の指導について振り返ることができた。 

 ○個に応じた指導について意識することにより、児童が自信をもって活動するようになった。 

 

 

 

特別支援教育の視点を生かした学級づくり 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員、保護者、学校関係者 

４ 取組の概要 

 ・教育支援専門員による学校訪問を通じた学校の状況や児童の様子についての情報の共有 

・教育支援専門員による必要に応じた適切なアドバイス 

５ 成果や課題 

 ○町内や地域の児童生徒の状況について、情報を共有することができた。 

 ○学校訪問におけるアドバイス等について、職員会議や実態交流会を通して共通理解を図るこ

とができた。 

 

教育支援専門員による学校訪問 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

清里町立清里中学校 
学級数：６学級 

生徒数：115 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・全校集会（年間 3 回）、生徒会通信の発行（月 1 回） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 115 名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会が主体となった全校集会の実施、いじめの根絶に向けた呼び掛け 

・いじめの根絶を啓発した生徒会通信の発行 

５ 成果や課題 

 ○生徒会が主体となって全校集会を行い、いじめの根絶を呼び掛けたことにより、生徒はいじ

めは絶対に許されないということについて真剣に考えることができた。 

 ○生徒会のスローガンを「わ」（輪・和・我・話・環・羽）とし、全校生徒のつながりを意識し

た全校集会等を行ったり、月 1 回の生徒会通信でいじめ根絶を啓発したりしたことにより、

生徒の他者を思いやる意識が高まった。   

 

生徒会によるいじめの根絶を呼び掛ける全校集会の開催と生徒会通信の発行 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月～3 月  

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校生徒 

４ 取組の概要 

 ・教育委員会と連携し、町の施設において、教育支援専門員が不登校生徒への学習指導を実施 

 ・スクールカウンセラーが、学級担任との面談や生徒及び保護者へのカウンセリングを実施 

５ 成果や課題 

 ○不登校生徒の登校復帰に向けて、教育支援専門員が学習指導を行ったことにより、不登校生

徒が学習に意欲的に取り組むようになった。 

 ○スクールカウンセラーからの専門的なアドバイスを基に、不登校生徒を支援することができ

た。 

●今後は、不登校生徒だけでなく保護者へのカウンセリングも行い、支援する必要がある。 

教育委員会やスクールカウンセラーとの連携の充実 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

小清水町立小清水小学校 
学級数：12 学級 

児童数：222 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間複数回の実施 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 222 名 

４ 取組の概要 

 ・児童会や各委員会が積極的に企画・運営し「笑顔の生まれる全校集会」を実施 

・高学年のリーダーシップの発揮を目的とした児童の自主的・自立的な活動の設定 

５ 成果や課題 

 ○高学年がリーダーシップを発揮し、問題を解決する実践力を養うことができた。 

 ○集団として活動する利点を生かし、協調性や自主性の伸長を図ることができた。 

 ●各児童会を担当する教員間で、活動の目的を共通及び一貫したものとする必要がある。 

 

児童会・各委員会による「全校あそび集会」 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 222 名 

４ 取組の概要 

 ・小学校と中学校の一貫教育の実施を契機とした町内の幼稚園、保育所、高等学校との連携 

５ 成果や課題 

 ○幼稚園、保育所との交流活動による幼保小の指導者の関係づくり及び情報の共有ができた。 

○就学に関する保護者の不安を軽減することができた。 

○小・中学校の学習規律及び生活規律の統一化を進め、進学に対する不安や中１ギャップの解

消に努めることができた。 

●地域人材の教育活動への協力及び参加や、地域間のネットワークの拡充に向けて、コーディ 

ネーターの役割を果たす人材の確保が必要である。 

 

 

 

「小中一貫教育」による発達の段階を踏まえた切れ目のない支援 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

小清水町立小清水中学校 
学級数：６学級 

生徒数：122 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 30 日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 122 名 

４ 取組の概要 

 ・いじめアンケート調査の結果を踏まえ、学校長によるいじめの未然防止に向けた講話の実施 

５ 成果や課題 

 ○11 月に実施したいじめアンケートで、「いじめはどんな理由があっても許されないことだと 

思いますか」という設問において、５名が「そう思わない」、38 名が「よくわからない」と 

回答した結果を踏まえ、全教職員でいじめに対する考え方及び指導の在り方を再確認すると 

ともに、学校長による講話や、学級担任による指導を行ったことにより、生徒のいじめに対 

する認識を改めることができた。 

●いじめは決して許されることではないという認識を深めるとともに、自分の考えをしっかり 

ともち、周りに流されずに行動できる生徒を育成する必要がある。 

 

校長講話の実施 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11 月 15 日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 122 名 

４ 取組の概要 

 ・道徳の時間の授業において、北海道日本ハムファイターズ球団職員の牧谷宇佐美氏を講師と 

した夢や生き方についての講話 

５ 成果や課題 

 ○講師の話から、未来を切り拓き、夢を実現させるためには、自らの努力も大切だが、人との 

出会いや他との関わりも同じくらい大切だということを学ぶことができた。 

○よりよい集団づくりに向けた指導を各学級で行い、一人一人を尊重する学級づくりの大切さ 

について気付かせることができた。 

●不登校生徒をいつでも温かく迎え入れる環境をつくるとともに、不登校生徒に対する支援の 

充実を図る必要がある。 

 

 

 

「子どもの心に響く道徳の授業」の実施 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

訓子府町立訓子府小学校 
学級数：12 学級 

児童数：223 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期日 

 ・10 月 22 日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会役員２名 

４ 取組の概要 

 ・どさんこ☆子ども全道サミット、どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加 

 ・学校だより等により活動内容を報告 

 ・いじめ撲滅運動の取組（ポスター・声掛け運動） 

５ 成果や課題 

 ○全道及び管内の会議に参加することで、児童会役員の意識が向上した。 

 ○主体的に協議等に取り組む姿勢が見られた。 

 ●児童会役員から全校児童へ協議内容等を伝えるとともに、各学年の 

主体的な取組につなげる必要がある。 

  

 

 

 

どさんこ☆子ども全道サミット、どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10 月から 11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・第３～第６学年児童及び居武士小学校児童 

４ 取組の概要 

 ・ネットトラブルの解消に向けた外部講師を招いた講習会の実施 

 ・近隣校（居武士小学校）との交流学習を推進し、コミュニケーションを図る機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○専門家の話を聞くことで危機意識が高まるとともに、言葉や触れ合いを通してコミュニケー

ションを図ることの大切さを学ぶことができた。 

 ○他校の児童との触れ合いを通して、自尊感情の芽生えや相手を思いやる心の醸成につなげる

ことができた。 

ネットトラブルの未然防止と、言葉によるコミュニケーションづくり 

 

 

 

 

 

 


